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これまでに脊髄損傷後に生じる脳内の神経経路の再構築が、Positron Emission  







第 1 に、正常ラット(SD, 250-300g)を用いて、CAG プロモーターを搭載した GFP 発
現 AAV ベクター（2 型・5 型・８型）をそれぞれ片側大脳半球に局所注入し、GFP の
蛍光輝度を定量することで AAV の脳内における形質導入効率、順行性追跡能、細胞選














③ AAV-8-CAG-GFP を右大脳皮質に局所注入した結果、AAV-8-CAG-GFP は脳梁を
介して、左側の大脳皮質にまで到達し、GFP 陽性の神経線維を確認することが出
来た。また、AAV-8-CAG-tdTomato を左大脳皮質に局所注入した結果、局所にお
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論文題名 
Enhancement of Dormant Pathways in the Brain following Rat Contusive Spinal Cord 
Injury 
（脊髄損傷後の脳における神経連絡の賦活化） 
 
結果の要旨 
本研究は順行性神経トレーサーとして知られるアデノ随伴ウイルス（AAV）を用いて、 
脊髄損傷後の脳内における神経回路の変化を詳細に解析した。正常ラットに対して、 
GFP発現 AAVベクター（2型・5型・8型）を局所注入し、GFPの蛍光輝度を定量化 
することで AAVの脳内における形質導入効率、順行性追跡能、細胞選択的標識能を 
評価した。形質導入効率は３種で差を認めなかったものの、順行性追跡能は AAV-8が 
最も高かった。また、同血清型は優れた細胞選択的標識能を有していた。更に、同ウイ 
ルスベクターを脊髄損傷モデルラットに投与した結果、対側の皮質-皮質間や、対側の 
黒質-視床下核間において GFP発現が増強しており神経経路の賦活化が発生している 
ことが示唆された。 
 
研究・質疑応答の結果を踏まえ、4名の審査員から本論文は医学博士の論文に値すると評価
された。 
 
 
 
 
